
2024年8月19日 
アップデートについて



アップデート内容について

1.インポート機能のアップデートを行いました。 
（2024年9月30日までは、アップデート前のインポート機能もご利用いただけます）

・異なる物件であっても1つのインポートデータで情報を取り込めるようになりました。
従来のインポート機能は、物件ごとに部屋情報や契約者情報の作成が必要となっており、区分所有の物件を複数管理し
ている場合、なかなかインポート機能を有効に使うことができませんでした。 
今回のアップデートによって物件ごとにインポートデータを作るのではなく、1つのデータに集約させることができる
ため利便性の向上が見込まれます。

・オーナー情報、契約者情報について、 
　　インポートによる情報更新（一括上書き）が可能となりました。

従来のインポート機能は、インポートしたデータの修正などは各画面から一つ一つ修正する必要がありました。 
そのため、作成途中のデータや誤ってデータを取り込んでしまった場合などは各画面から一つ一つ修正する必要があり
ました。 
今回のアップデートによって、インポートによる情報更新（一括上書き）を行うことができるようになります。 
振込名義や承認番号などをインポート時に取り込んでいなくても、後から一括で上書きすることができるようになりま
す。



インポートフォーマットの変更

まずは、新しいインポートフォーマットのダウンロードを行います。 
「新規データインポート」タブの画面の[フォーマットをダウンロード]から新しいインポートフォーマットをダ
ウンロードすることができます。



インポートフォーマットの変更

ダウンロードが完了したら、次に必要な情報をフォーマットに入力します。（横にスクロールをすると、物件や
お部屋・契約者情報の入力が可能です。）   
※オーナー名は全項目必須となります。 
※物件情報を登録する場合は物件名、部屋情報を登録する場合は部屋番号～部屋位置、契約者情報を登録する場
合は 契約者名・契約期間・賃料が入力必須です。 
※各項目のルールについては2行目に記載があります。また、対応フラグについては対象セルのコメントに記載が
ありますので、ご参照ください。 

新バージョンでは、1枚のフォーマットで、複数の物件や契約者のインポートが可能となっています。 
※オーナー名や物件名などは完全一致でご入力ください。 
（入力内容が異なる場合は、別の物件・部屋として認識されてしまします。）



インポートフォーマットの変更

データの作成が完了しましたら、インポートフォーマットをCSVファイルに変換して保存してください。 
［保存手順］左上のファイル ⇒ 名前を付けて保存 ⇒ 保存先を選択 ⇒ ファイルの種類をCSV (コンマ区切り) 変
更し保存。 
保存後、リドックスに実際にフォーマットを取り込みます。 
「データをインポートする」より、作成したデータを選択し、CSVデータを取り込むをクリックして下さい。



インポートフォーマットの変更

取り込み対象の選択にチェックを入れ、「選択したデータを登録する」をクリックします。 
※入力内容に不備があった場合は「エラー一覧」にて詳細を確認のうえ修正し、再度インポートをして下さい。



インポートによる情報更新（一括上書き）について

まずは、インポートフォーマットのダウンロードを行います。 
「契約者フォーマット」をクリックします。修正したい対象物件と対象者をプルダウンから設定し、緑の出力ボ
タンを押すと、Excel形式でフォーマットがダウンロードできます。



インポートによる情報更新（一括上書き）について

ダウンロードしたフォーマットに、現在登録している条件が反映されています。 
修正したい項目にのみ新しい情報を入力し、完了したらCSV形式（Excel画面の左上のファイル ⇒ 名前を付けて
保存 ⇒ 保存先を選択 ⇒ ファイルの種類をCSV (コンマ区切り) に変更）で保存します。 
※契約者フォーマットの黒背景部分（オーナー名・物件名・部屋番号）は変更しないでください。



インポートによる情報更新（一括上書き）について

「契約情報一括変更」の画面を開きます。 
画面下部の「データをインポートする」にて今回取り込みたいデータ種別とアップロードしたいファイルを選択
し、「CSVデータを取り込む」をクリックします。



インポートによる情報更新（一括上書き）について

新しい情報に上書きしたい契約者情報の「選択」欄にチェックを入れて、選択したデータを登録するをクリック
します。



インポートによる情報更新（一括上書き）について

画面上部に「データインポートに成功しました。」と出れば、インポート完了です。


